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暑
さ
が
い
っ
そ
う
身
に
こ
た
え
る
毎
日
で
す
が
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

毎
年
こ
の
時
期
は
、
地
震
、
台
風
、
集
中
豪
雨

に
よ
る
河
川
の
氾
濫
、
洪
水
等
、
自
然
災
害
の
多

発
す
る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

皆
さ
ん
備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
。

避
難
場
所
の
確
認
、
熱
中
症
対
策
、
コ
ロ
ナ
予

防
等
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
、
今
一
度
確
認
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
六
世
紀
半
ば
の
戦
国
時
代
、
阿
波
の
領
主
が
天
下
を
動
か
し
て
い
た
時
期
が

あ
っ
た
こ
と
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
？

そ
の
領
主
の
名
は
三
好
長
慶
（
み
よ
し
な
が
よ
し
）
。
織
田
信
長
が
京
都
に
進
出

す
る
少
し
前
、
下
克
上
に
成
り
上
が
り
、
実
力
で
も
っ
て
京
都
を
支
配
し
た
武
将
で

あ
る
。

ど
う
や
っ
て
阿
波
の
三
好
氏
が
天
下
を
牛
耳
っ
た
の
か
。
そ
の
経
緯
を
見
て
み
よ

う
。三

好
氏
は
南
北
朝
時
代
に
小
笠
原
氏
か
ら
分
か
れ
、
吉
野
川
の
上
流
三
好
郡
に
住

み
、
三
好
氏
を
名
乗
っ
た
一
族
で
あ
る
。

室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
の
過
渡
期
に
か
け
て
、
阿
波
国
守
護
細
川
氏
の
被
官
と

し
て
、
三
好
、
美
馬
、
麻
殖
三
郡
の
守
護
代
と
し
て
阿
波
の
支
配
を
任
さ
れ
て
い
た
。

三
好
氏
の
主
君
・
細
川
氏
は
京
都
の
室
町
幕
府
に
お
い
て
管
領
を
務
め
る
細
川
氏

の
一
族
で
あ
る
。
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
の
明
応
の
政
変
に
よ
り
、
管
領
の
細
川

政
元
が
将
軍
足
利
義
材
（
よ
し
き
）
を
追
い
落
と
し
て
幕
府
の
実
権
を
奪
い
取
っ
た

が
、
間
も
な
く
そ
の
管
領
細
川
氏
に
内
部
分
裂
が
勃
発
す
る
。

細
川
政
元
が
没
す
る
や
、
三
人
の
養
子
澄
之
、
澄
元
、
高
国
が
跡
目
を
争
い
始
め

た
。
こ
の
と
き
、
阿
波
細
川
か
ら
政
元
の
養
子
と
な
っ
た
澄
元
に
付
き
従
っ
て
い
た

の
が
、
長
慶
の
曽
祖
父
之
長
で
あ
る
。
そ
の
た
め
三
好
氏
は
、
細
川
家
の
混
乱
に
巻

き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

澄
元
と
之
長
は
澄
之
を
破
っ
た
も
の
の
、
高
国
に
敗
れ
て
永
正
一
〇
年
（
一
五
二

〇
）
に
敗
死
し
た
。
し
か
し
反
高
国
の
の
ろ
し
が
あ
が
る
と
、
大
永
七
年
（
一
五
二

七
）
に
之
長
の
孫
元
長
が
細
川
澄
元
の
子
晴
元
を
擁
し
て
堺
に
上
陸
。
高
国
政
権
を

崩
壊
さ
せ
て
晴
元
を
管
領
と
し
、
元
長
は
山
城
下
五
郡
の
守
護
代
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
元
長
の
尽
力
に
よ
り
細
川
晴
元
政
権
が
誕
生
し
、
元
長
は
晴
元
の
片
腕

と
な
っ
て
活
躍
し
た
。

と
こ
ろ
が
政
権
を
握
っ
た
晴
元
は
、
実
力
者
の
元
長
の
力
を
恐
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
ま
で
敵
対
し
て
い
た
一
向
一
揆
と
手
を
結
ぶ
と
、
享
禄
五
年
（
一
五
三
二
）
、

元
長
を
攻
め
て
死
に
至
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

将
軍
も
管
領
も
追
放
し
、
京
の
支
配
を
確
立

そ
の
元
長
の
子
が
長
慶
で
あ
る
。
父
の
死
に
よ
り
長
慶
は
阿
波
に
逃
れ
た
が
、

二
年
後
上
洛
。
晴
元
に
思
う
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
和
し
て
そ
の
被
官
と

な
っ
た
。

晴
元
政
権
の
下
、
次
第
に
力
を
つ
け
た
長
慶
は
、
や
が
て
晴
元
と
の
対
立
が
表
面

化
す
る
と
、
天
分
一
七
年
（
一
五
四
八
）
に
反
晴
元
の
兵
を
あ
げ
る
。
翌
年
、
攻
勢

に
出
た
長
慶
は
、
晴
元
は
お
ろ
か
将
軍
義
輝
を
も
京
か
ら
追
い
出
す
こ
と
に
成
功
し
、

晴
元
の
政
権
を
崩
壊
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
反
撃
に
出
た
義
輝
と
晴
元
軍
を
再
度
破
り
、
義
輝
の
東
山
霊
山
城
を
陥

落
さ
せ
た
長
慶
は
、
摂
津
の
芥
川
城
に
入
っ
た
。
そ
し
て
山
城
、
摂
津
、
丹
波
、
和

泉
、
淡
路
、
阿
波
、
讃
岐
、
伊
予
、
大
和
の
九
箇
国
と
い
う
畿
内
、
四
国
を
ま
た
に

（
歴
史
書
よ
り
）

（
歴
史
書
よ
り
）
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か
け
た
支
配
権
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

天
文
二
二
年
（
一
五
五
三
）
頃
に
は
、
将
軍
、
管
領
が
不
在
の
な
か
、

三
好
長
慶
に
よ
る
軍
事
独
裁
政
権
が
う
ち
た
て
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
、

以
後
五
年
間
、
幕
府
奉
書
の
代
わ
り
に
長
慶
の
名
に
よ
る
裁
許
状
が
発

給
さ
れ
、
こ
れ
が
効
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
摂
津
の
国
人
衆
や
堺
、
兵

庫
の
有
力
者
も
三
好
政
権
の
傘
下
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
に
将
軍
義
輝
を
京
都
に
迎
え
入
れ
た
が
、

そ
の
後
も
長
慶
は
幕
臣
の
最
高
位
の
相
伴
衆
と
し
て
、
実
質
的
に
畿
内

を
牛
耳
っ
た
。
二
年
後
に
は
晴
元
も
隠
居
し
、
細
川
本
家
は
表
舞
台
か

ら
完
全
に
姿
を
消
し
た
。

阿
波
出
身
の
守
護
代
の
子
が
、
つ
い
に
権
勢
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た

の
で
あ
る
。
長
慶
こ
そ
、
畿
内
に
お
い
て
下
克
上
を
成
し
遂
げ
た
先
駆

け
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
下
克
上
は
繰
り
返
さ
れ
る
。
長
慶
の
絶
頂
期
も
長
く
は
続
か

ず
、
そ
の
晩
年
は
、
家
臣
も
松
永
久
秀
に
実
権
を
奪
わ
れ
次
第
に
弱
体

化
し
て
い
っ
た
。

１
９
６
１
年
（
昭
和
３
６
年
）
９
月
１
６
日
、

徳
島
は
未
曾
有
の
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
台

風
１
８
号
、
後
に
「
第
２
室
戸
台
風
」
と
名
付

け
ら
れ
た
。
午
前
１
０
時
か
ら
わ
ず
か
２
時
間

の
間
に
最
大
風
速
が
６
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

暴
風
と
、
津
波
の
よ
う
な
高
潮
が
民
家
を
次
々

と
破
壊
し
た
。
ま
た
、
９
月
１
５
日
～
１
７
日

の
３
日
間
で
の
降
水
量
が
１
７
５
ミ
リ
だ
っ
た
。

今年も当センターのロビーに七夕の笹を

設置しました。「わたしが年をとるまで、

家族７人がいっしょにいますように」と

いった、子どもの家族を思う純粋な気持ち

が込められた、願い事も書いてありました。

みんなの願い事が叶いますように！


